
 

 

六会地区 防災リーダーニュース 

 

 

 

 

平成30年度の六会地区防災リーダー連絡会視察研修

会は、1 月 23 日（水）茨城県つくば市の国立研究開

発法人 防災科学技術研究所を視察しました。 

各自治会からの防災リーダーを中心に22名の方が参

加しました。 

防災科学研究所とは、防災科学技術に関する基礎研

究及び基盤的研究開発、それらに係る成果の普及及

び活用の促進等の業務を総合的に行い、防災科学技

術の水準の向上を図り、成果の防災対策への反映を図 

ることにより、「災害から人命を守り、災害の教訓を活かして発展を続ける災害に強い社会の実

現を目指す」ことを目標としています。 

見学したのは、大型耐震実験施設と大型降雨実験施

設で日本最大級の規模の大きさ、その実験内容が災

害対策に活かされている事を実感することができ

ました。 

また、一人用の地震ザブトンに座り、モニターの室

内の家具や本の散乱の様子を見ながら、阪神淡路大

震災の震度７の揺れを体感しました。 

災害大国日本、メガ災害は今年も全国の何処かに発

生するかもしれません。普段からの備えが重要で

す。 

 

 

 

 

12 月 2 日（日）六会市民センターの体育室にて、

救命救急講習会が開催されました。24 名の方が参

加し、プロジェクターによる遠藤救急隊員の救命

手当の基礎知識について視聴しました。その後3班

に分かれて、ふじさわ救命普及推進会の 3 名のイ

ンストラクターの指導のもと、一次救命処置の手

順に沿って、心肺蘇生法と AED 操作法を実体験し

ました。 

 

救命救急講習会の開催 
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回覧 

つくば防災科学技術研究所の視察 

大型降雨実験施設で説明を受けています 

地震ザブトンに座り、揺れを体感しています 

救命手当の基礎知識を勉強しています 



 

救急車が到着するまでの間、私たちの一次救命処置により、救命率が格段に高まります。 

救命救急講習会は毎年開催していますので、初めての方も、前に講習を受けた方も、いざとい

う時に役立つように積極的にこの体験学習にご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 26 日（土）に六会市民センターにて防災講

習会が開催されました。六会地区と相互交流を

している柏崎市北条地区の江尻東麿氏を招き、

中 越 地 震 （ 2004.10.23 ） と 中 越 沖 地 震

（2007.7.16）の 2 度の震度 6 強の地震を体験

し、大災害に見舞われた時の課題やそれらの経

験を通した教訓について、有意義なお話を聞く

ことができました。 

国、自治体の「公助」の手が差し伸べられるまで

には 2、3 日の時間がかかり、初動対応としての

地域での「自助」、「共助」がとても大切であり、 

自主防災組織の役割の重要性や避難所の管理運営 

などについて、体験者の生の声に 93 人の参加者が熱心に視聴しました。 

災害の時には、被災者の確認、トイレの問題、避難所のレイアウト、ペットの対応など、様々な課題が持ち

上がってきます。「備えあれば憂いなし」、一人一人が防災に関心を持って、いざという時のために自分自身

で、隣近所で、自治会（町内会）で、少しずつ備えを考え、話し合っていくことの大切さを感じました。 

 

 

 

防災講演会の開催 
災害に負けない住民主体のまちづくり！ 

※防災リーダー連絡会の活動の様子や過去のリーダーニュースをご覧になりたい方は、 

《六会地区ポータルサイト》をご覧ください。 

六会地区ポータルサイト 検索 もしくは･･･ http://chiiki-bosai.jp/index.php?gid=10315 

《編集担当自治（町内）会》ﾀﾞｲﾔﾊﾟﾚｽ湘南台Ⅱ、石川丸石、西俣野中、西俣野下、卸売団地 

心肺蘇生法の訓練をしています 

地震の体験談に耳を傾けています 

http://chiiki-bosai.jp/index.php?gid=10315

